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医療用品 04整形用品 
一般医療機器 整形外科用テープ 32882000 

ゲルパッド S 
再使用禁止  
 

 

【禁忌・禁止】 
1．再使用禁止。［感染防止][意図した機能を保てないおそれがある] 

 
 

【形状・構造及び原理等】 

本品は、株式会社根本杏林堂製 多相電動式造影剤注入装置のオプ
ション付属品であるモレ検知サポートシステム LD のセンサー
ヘッド（本届出外）を皮膚に固定するテープであり、以下から構
成される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜材質＞ 
・アクリル系樹脂架橋体 
・多価アルコール 

 
 

【使用目的又は効果】 

本品は、医療機器の固定に用いるプラスチック製の（接着）テー
プである。 

 
 
【使用方法等】 

本品の貼り付けは、貼付部位を清拭し、乾燥させてから行うこと。 
1．本品の円形剥離紙（白色）を剥がす。 
2．株式会社根本杏林堂製 多相電動式造影剤注入装置のオプショ
ン付属品であるモレ検知サポートシステム LD のセンサー
ヘッドを本品の両面粘着テープ部の緑色の円に合うように取
り付ける。 

3．本品の剥離フィルムを剥がし、穿刺部分に本品が触れないよ
うに患者の腕に貼り付ける。 

4．使用後は患者から針を抜き、本品を患者から取り外す。 
5．本品をセンサーヘッドから取り外す。 
6．剥がした本品は再使用せず、院内規制等に従って適切な方法
で廃棄する。 

 
 

【使用上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 
１．皮膚に直接貼り付けること。［他のテープの上に貼り付ける

と血管外漏出を正しく検知できない。］ 
２．しわにならないようにすること。 
３．皮膚の間に気泡が入らないようにすること。 
４．伸ばさずに貼り付けること。［皮膚が寄って正常に動作でき

なくなるおそれがある。］ 
５．未滅菌品のため、穿刺部には直接貼り付けないこと。 
６．貼付位置が適切であることを充分確認のうえ貼り付けること。 
７．包装に表示の使用期限内に使用すること。 
８．皮膚の損傷または皮膚疾患等のみられる部位には貼付しない

こと。 
９．貼り付けにより、皮膚の異常（発疹、発赤、かゆみ等）を起

こした場合、使用を中止すること。 
10．センサーヘッドの固定以外での用途で使用しないこと。 

［本品以外の使用は、モレ検知サポートシステム LDの機能
低下のおそれがある。］ 

11．とう骨、手の甲、むくんでいる部位、入れ墨部位には貼付し
ないこと。[血管外漏出を正しく検知できないおそれがある。] 

12．取り外す時は、ゆっくりと取り外すこと。［過剰な力や無理
に剥がしたりすると皮膚を傷つけるおそれがある。］ 

13．粘着テープもしくは粘着剤等に対してアレルギー反応を示す
患者には使用しないこと。 

14．指定の造影剤注入装置以外の機器と組合せて使用しないこと。
［正常に動作できないおそれがある］ 

 
 

【保管方法及び有効期間等】 

1．保管方法 
直射日光および高温多湿を避けて涼しい乾いた場所に保管す
ること。 

2．有効期間 
3年 ［自己認証による］ 

 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元：株式会社根本杏林堂 

住 所：〒332－0031 埼玉県川口市青木 2－12－23 

（お問合わせ先）０１２０－８８－３９８１（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ） 

 

販 売 元：株式会社根本杏林堂 
住 所：〒113－0033 東京都文京区本郷 2－27－20 
T E L：０３－３８１８－３５４１（代表） 

 

取扱説明書を必ずご参照下さい。 

1. 円形剥離紙（白色） 

2. 両面粘着テープ 

3. 表面材 4. ゲル 

5. 剥離フィルム 


